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序文

電気通信大学 大久深謙二郎 (Kenlito Okubo)

=なせこのような集まりにな)たか=

この度,微分方程式の人たちと数式処理の人たちか,初めて一緒に集まる

ことか出来ました。

2年下前から,私は数式処理の会合に出席さぜて頂いて勉強を始め,自分

:たちか日本て開発したモノトロミー群の研究か,との程度計算機の干て処理可能

かを.なんとなく模索してきた訳てすか 昨年に続いて,山梨大学の YAXI1の上て

アルゴリズムか稼動し始める感激を味わってからは,とつやら病みつきになり,

同大学の栗原氏,能本大学の河野氏を扇動して また一力ては 数式処理の先覚

者てある理研の佐々木先生,一松先生,津田の渡辺先生にも参加をあ願いして,

まずは小手調へという平して始めました。

すてに,東大の木村先生は大型ヒン四一の REDUしεを使用した研究の経験か

あり,徳島の高山町もまた,オヘレーターを用いて理論的研究や実際にノステム

からの美しいフ)t 一”・マノトを出力されているし,また九州ては吉田氏,桜井氏か

面倒な計算を数式処理されているのて,いまさら微分方程式における数式処理の

必要性とか,有効性とか喚く必要はないようなものてす。

しかしながら,日本て始めた線型方程式の大域理論かその莫大な計算量の

ために,いわは多変数の偏微分方程式をカバーしきれているか否かの判定か,

とうやら数式処理にまかせても出来るし,同様にモノトロミーや不変式の計算に

も具体的に入り込める予想かついたたけ,今回の集会は私にとっては大変明るい

希望を持てることになりました。

実際は何もしないて,人の話にケチをつけてい:たたけみたいなものてすか

新しい可能性を沢山見ることか出来たり,新しいノスデムの話を伺えたり,外国

の学会の話を聞いたり,大変勉強になりました。いますく,私:たちの理論のすへ

てか実現するとは思いませんか,若い研究者が流入する可能性をみたり,佐々井,

土屋氏なとの具体的実践:をみることにより,平素からオーバーに成りかちな人間

の夢かまた広かって,生きててよかったという気持ちてす。

超幾何方程式の初等解を初めて研究された福原先生か,長い間の夢をとう

お感しになったか,多分私のように来るへき世界か現れたと思われたのてはない

かと勝手に決め込んで,楽しい集会の成立した経緯の説明を終わります。


